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特集特集 有機米プロジェクト会議を開催しました！

　2月 1日（土）、弥栄小学校で行なわれた学習成果発表

会に参加しました。

　5・6年生の発表では、「未来にはばたく弥栄の有機農業」

をテーマに、弥栄町内の有機生産者の紹介や、アイガモ

ロボのプログラミング教室、田んぼの生き物調査など今

年取り組んだ学習内容について発表がありました。

　子どもたちが実際に生産者のところに行って体験した

り、インタビューした内容がとても分かりやすくまとめ

られていました。子どもたちからは「弥栄の有機農業を

しっかり伝えていきたい」といった感想もあり、次世代

に農業を伝える取組の大切さを再認識しました。

　1月 23 日（木）、浜田市弥栄支所で「中山間

地域有機米産地創出プロジェクト会議」を開催

しました。

　今回は、今年度浜田市で行ったアイガモロボ

や水田除草機、民間稲作研究所の省力・低コス

ト稲作の実証結果についての報告や来年度に向

けた取組について協議を行いました。

　農研機構西日本研究センターの浅見研究員か

らは、現行機のアイガモロボと新型アイガモロ

ボの比較実証の結果について報告いただき、浜

田市においては、新型機の方が抑草効果や収量

増加に効果があり、弥栄町の実証ほ場では坪刈 プロジェクト会議の様子

新型アイガモロボの説明をする小林さん

りの収量が 10 アールあたり 9.5 俵ありました。

　井関農機㈱夢ある農業総合研究所の小林さんか

らは、今年度の実証結果を踏まえて改良を加えた

新型アイガモロボ（3月発売）の紹介がありました。

　泥を巻き上げるスクリューにブラシが導入され

たことにより機動力が向上したため、浜田市の実

証結果を踏まえて、1日の稼働時間の目安を 10 アー

ルあたり 2時間に設定したとの説明がありました。

　浜田市では、今後もアイガモロボの活用も含め

た低コストな有機米の栽培方法を普及し、有機米

の生産拡大を進めていきます。

【報告】弥栄小学習成果発表会に参加しました

取組を発表する児童
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【お知らせ】第 4回有機米栽培研修会を開催します　

　浜田市では、「第 4回浜田市有機米栽培研修会」

を 3月 11 日（火）に開催します。

　第 4回は、有機水稲の育苗と代かきをテーマに

座学と実習を行なう予定です。「苗半作」と言わ

る水稲ですが、有機米では苗づくりはより重要と

なります。

　今年の栽培にすぐに役立つ内容ですのでぜひご

参加ください。

【お知らせ】第 5回や会議『オーガニックでつながる浜田』フォーラムを開催します。　

　浜田市では、3月 15 日に「オーガニックでつ

ながる浜田」フォーラムを開催します。

　（一社）持続可能な地域社会総合研究所の藤山

浩所長とノンフィクション作家の島村菜津さんを

ゲストにお招きし、基調講演や地元生産者の方な

どを交えてパネルディスカッションを行います。

　交流会もありますのでぜひご参加ください。

【お知らせ】「担い手確保・育成研修会」が開催されます　

　いわみ中央集落営農組織連絡協議会の主催によ

り 2月 19 日に「担い手確保・育成研修会」が開

催されます。

　多くの組織でオペレーターや会計事務担当の高

齢化が進むなか、次世代の担い手確保・育成は共

通課題です。

　研修会では、意見交換も予定されていますので

この機会にぜひご参加ください。

〇日時：令和 7年 2月 19 日（水）15:30 ～

〇会場：JA しまねいわみ中央地区本部

　　　2階ふれあいホール（浜田市黒川町 3741）

〇講師：島根県西部農林水産振興センター

　　　　農業振興部　浜田地域振興第一課　

　　　　　課長　山本　善久　氏　

　　　　　主任農業普及員　山﨑　大貴　氏　

〇参加費：無料

　　　　　　　

【お知らせ】令和 7年産水稲生産実施計画書兼水稲共済変更届出書
　　　　　兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書」（確認野帳）の提出について　

　浜田市農業再生協議会では、2月 12 日（水）

から農業振興委員を対象に各地区で「令和 7年産

米の生産数量目安提示地区説明会」を実施してい

ます。

　2月中旬頃から、農業振興委員を通じて「令和

7年産水稲生産実施計画書兼水稲共済変更届出書

兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画

書」が配布される予定ですので、忘れずに期限ま

でにご提出ください。

〇日時：令和 7年 3月 11 日（火）13:00 ～ 16:00

〇会場：弥栄会館（浜田市弥栄町 3741）

〇講師：NPO 法人民間稲作研究所

　　　　　副理事長　五十畑　匠　氏　

〇参加費：無料

〇定員：30 名

〇申込方法：3月 5日（水）までに、農林業

　　　　　支援センターまでお申込みください。

　　　　　　　

〇日時：令和 7年 3月 15 日（土）

　　　　13:00 ～フォーラム　17:00 ～交流会

〇会場：浜田市ふるさと体験村　味里

　　　（浜田市弥栄町三里ハ 257-4）

〇参加費：フォーラム：無料、交流会：5,000 円
　　　　宿泊希望の方は別途ご相談ください。
〇申込方法：3月 7日（金）までに、農林業

　　　　　支援センターまでお申込みください。

　　　　　　　


